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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第１四半期連結
累計期間

第33期
第１四半期連結

累計期間
第32期

会計期間

自平成25年
　６月１日
至平成25年
　８月31日

自平成26年
　６月１日
至平成26年
　８月31日

自平成25年
　６月１日
至平成26年
　５月31日

売上高 (千円) 6,894,991 6,379,018 29,465,324

経常利益又は経常損失(△) (千円) 135,735 △70,985 560,232

四半期(当期)純利益又は

四半期純損失(△)
(千円) 51,967 △81,806 185,029

四半期包括利益又は

包括利益
(千円) 66,865 △65,969 223,598

純資産額 (千円) 4,811,521 4,865,604 4,968,254

総資産額 (千円) 24,784,803 22,588,049 25,200,522

１株当たり四半期(当期)

純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額(△)

(円) 35.42 △55.76 126.11

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 18.9 20.8 19.1

　(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　当社は、平成26年３月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。第32期の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期(当期)純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額を算

定しております。

４　第32期第１四半期連結累計期間及び、第32期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５　第33期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容において、重要な変

更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当グループが判断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間における東海地域の経済は、回復基調を続けており、消費税率引き上げに伴う駆け込

み需要の反動の影響が残るものの徐々に和らぎつつあります。

　不動産業界においては、名古屋圏において商業地・住宅地ともに地価上昇が続いていますが、新設住宅着工戸数

については、消費増税を控えていた前年同時期と比べて大幅に減少して推移しました。戸建分譲住宅市場は需給バ

ランスが崩れた状況にあり、その調整局面にあると考えています。

　このような状況下、当グループの主力事業である住宅事業では、前期に生じた職人不足による施工現場の混乱は

ほぼ終息し、計画的に生産を行える状況になりました。営業面においては、前期から取り組んできたインターネッ

トを活用した新たな営業活動が、試行錯誤を重ねながら効果の兆しが見られております。また、集成材生産・プレ

カットを行う岐阜工場におきましては、桧を使ったハイブリット集成材のJAS認定を受け、独自商品を市場に投入

する準備を進めました。

　セグメントの業績を示すと次のとおりです。

①　住宅事業

　厳しい市場環境の中、積極的な販売活動を行い、販売戸数は前年同期並みに進捗しましたが、販売価格の

見直し等を行って在庫処理を進めたことにより、売上高及び利益率が低下しました。売上高は5,273百万円

(前年同期比2.8％減)、セグメント利益は７百万円(前年同期比96.4％減)となりました。

②　ＡＭ事業

　ゴルフ場並びに公共施設の運営管理及び施設管理を行っており、業績は概ね計画どおり進捗しました。売

上高は456百万円(前年同期比1.9％増)、セグメント利益は120百万円(前年同期比15.7％増)となりました。

③　その他の事業

　収益型不動産の開発・運営及び生活関連サービスの提供等を行っております。売上高は675百万円(前年同

期比35.4％減)、セグメント利益は22百万円(前年同期比41.9％減)となりました。

　以上の結果により、当第１四半期連結累計期間の売上高は6,379百万円(前年同期比7.5％減)、営業利益は８百

万円(前年同期比96.0％減)、経常損失は70百万円(前年同期は135百万円の利益)、四半期純損失は81百万円(前年

同期は51百万円の利益)となりました。

 

(2) 財政状態の分析

①　資産

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、たな卸資産の減少を主な要因として前連結会計年度末と

比較して2,612百万円減少し、22,588百万円となりました。

②　負債

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、借入金の返済を主な要因として前連結会計年度末と比較

して2,509百万円減少し、17,722百万円となりました。

③　純資産

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、利益剰余金の減少を主な要因として前連結会計年度末

と比較して102百万円減少し、4,865百万円となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,800,000

計 4,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年10月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 1,480,000 1,480,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

単元株式数

100株

計 1,480,000 1,480,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

(4)【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年６月１日～

平成26年８月31日
－ 1,480,000 － 279,125 － 269,495

 

(6)【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成26年５月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成26年８月31日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　　12,800 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,467,000 14,670 ―

単元未満株式 普通株式 　　　200 ― ―

発行済株式総数 1,480,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,670 ―

 

②【自己株式等】

平成26年８月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総
数に対する所
有株式の割合

(％)

株式会社ウッドフレンズ 名古屋市中区栄四丁目５番３号 12,800 － 12,800 0.86

計 － 12,800 － 12,800 0.86

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づき、同規則及び「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)により作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年６月１日から平成

26年８月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年６月１日から平成26年８月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年５月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,365,803 1,335,944

完成工事未収入金 12,335 36,617

売掛金 402,680 440,240

販売用不動産 5,825,082 8,255,918

仕掛販売用不動産 8,869,910 5,936,429

商品及び製品 116,112 120,536

未成工事支出金 2,652,297 1,847,297

原材料 899,401 543,056

仕掛品 162,551 301,650

その他 489,866 444,569

流動資産合計 21,796,043 19,262,259

固定資産   

有形固定資産 2,746,440 2,667,578

無形固定資産 177,622 173,906

投資その他の資産 480,416 484,304

固定資産合計 3,404,478 3,325,789

資産合計 25,200,522 22,588,049

負債の部   

流動負債   

工事未払金 1,669,485 1,286,382

買掛金 672,819 316,072

1年内償還予定の社債 175,400 249,000

短期借入金 10,096,455 8,901,095

1年内返済予定の長期借入金 2,381,096 2,271,882

未払法人税等 92,438 43,593

賞与引当金 - 44,279

完成工事補償引当金 283,862 224,246

その他 750,377 572,794

流動負債合計 16,121,933 13,909,345

固定負債   

社債 363,800 520,200

長期借入金 2,512,673 2,130,415

退職給付に係る負債 2,025 2,025

役員退職慰労引当金 120,300 122,004

資産除去債務 15,595 15,637

その他 1,095,939 1,022,817

固定負債合計 4,110,334 3,813,099

負債合計 20,232,268 17,722,444
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年５月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年８月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 279,125 279,125

資本剰余金 279,908 279,908

利益剰余金 4,278,593 4,160,107

自己株式 △20,879 △20,879

株主資本合計 4,816,746 4,698,260

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 881 1,178

その他の包括利益累計額合計 881 1,178

少数株主持分 150,626 166,165

純資産合計 4,968,254 4,865,604

負債純資産合計 25,200,522 22,588,049
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年８月31日)

売上高 6,894,991 6,379,018

売上原価 5,986,709 5,691,188

売上総利益 908,281 687,830

販売費及び一般管理費 700,772 679,627

営業利益 207,509 8,202

営業外収益   

受取利息 61 37

受取手数料 5,631 4,199

その他 2,251 5,945

営業外収益合計 7,944 10,182

営業外費用   

支払利息 77,335 79,603

その他 2,383 9,767

営業外費用合計 79,718 89,370

経常利益又は経常損失（△） 135,735 △70,985

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
135,735 △70,985

法人税等 68,707 △4,718

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
67,028 △66,267

少数株主利益 15,060 15,538

四半期純利益又は四半期純損失（△） 51,967 △81,806
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
67,028 △66,267

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △162 297

その他の包括利益合計 △162 297

四半期包括利益 66,865 △65,969

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 51,805 △81,508

少数株主に係る四半期包括利益 15,060 15,538
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（たな卸資産の評価方法の変更）

　当社は、製品及び仕掛品の評価方法を総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）としておりましたが、当第１四半期連結会計期間より月次移動平均法による原価法（貸借対照表価

額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。

　この変更は、近年の原材料価格が短期間で変動している状況を勘案し、適正なたな卸資産の評価、期間損益計

算を行うため、評価方法の見直しを行ったものであります。

　当該会計方針の変更は、過去の連結会計年度に関するたな卸資産の評価の算定に必要な製品等の受払記録が一

部入手困難であり、この会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を前連結会計年度において算定することが

実務上不可能であるため、前連結会計年度の製品及び仕掛品の帳簿価額を当第１四半期連結会計期間の期首残高

として、期首から将来にわたり月次移動平均法を適用しております。

　なお、この変更による影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

 
前連結会計年度

（平成26年５月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成26年８月31日）

販売顧客の金融機関からの借入金 765,951千円 141,000千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年６月１日
至 平成26年８月31日）

減価償却費 99,454千円 85,993千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　平成25年６月１日　至　平成25年８月31日)

１　配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月27日

定時株主総会
普通株式 73,360 5,000

平成25年

５月31日

平成25年

８月28日
利益剰余金

 

２　株主資本金額の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　平成26年６月１日　至　平成26年８月31日)

１　配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月26日

定時株主総会
普通株式 36,680 25

平成26年

５月31日

平成26年

８月27日
利益剰余金

 

２　株主資本金額の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　平成25年６月１日　至　平成25年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 住宅事業 ＡＭ事業
その他の
事業
(注)１

合計
調整額

(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

売上高       

外部顧客への売上高 5,425,489 447,505 1,021,996 6,894,991 － 6,894,991

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,078 － 24,735 26,813 △26,813 －

計 5,427,567 447,505 1,046,731 6,921,805 △26,813 6,894,991

セグメント利益 201,447 103,763 39,488 344,699 △137,189 207,509

(注) １　「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、収益型不動産の開発・

賃貸運営、生活関連ビジネス等を行っております。

２　セグメント利益の調整額△137,189千円には、セグメント間取引消去7,846千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△145,035千円が含まれています。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　平成26年６月１日　至　平成26年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 住宅事業 ＡＭ事業
その他の
事業
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

売上高       

外部顧客への売上高 5,273,419 456,138 649,459 6,379,018 － 6,379,018

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 26,354 26,354 △26,354 －

計 5,273,419 456,138 675,814 6,405,372 △26,354 6,379,018

セグメント利益 7,319 120,059 22,947 150,326 △142,123 8,202

(注) １　「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、収益型不動産の開発・

賃貸運営、生活関連ビジネス等を行っております。

２　セグメント利益の調整額△142,123千円には、セグメント間取引消去2,015千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△144,138千円が含まれています。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年６月１日
至　平成25年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年６月１日
至　平成26年８月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額(△)
35円42銭 △55円76銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

(△)（千円）
51,967 △81,806

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は

四半期純損失金額(△)（千円）
51,967 △81,806

普通株式の期中平均株式数（株） 1,467,200 1,467,200

（注）１　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

２　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　当社は、平成26年３月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額(△)を算定し

ております。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年10月10日

株式会社ウッドフレンズ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮　本　正　司

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 楠　元　　　宏

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウッド

フレンズの平成26年６月１日から平成27年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年６月１日か

ら平成26年８月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年６月１日から平成26年８月31日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウッドフレンズ及び連結子会社の平成26年８月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　(注)１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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